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防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
に
よ
る
宅
地
買
取
り
の
た
め
の
抵
当
権
の
抹
消
に
関
す
る
質
問
主
意
書

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
は
、
再
び
、
住
民
の
生
命
、
財
産
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
災
害
に
強
い
地

域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
被
災
市
町
村
が
復
興
計
画
を
策
定
し
、
住
民
の
居
住
に
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
区
域
に
つ
い

て
は
、
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
（
以
下
「
防
集
事
業
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
、
安
全
な
高
台
や
内
陸
部
へ
の
集
団
移
転
を
進

め
て
い
る
。

防
集
事
業
に
参
加
し
、
移
転
先
で
新
た
に
住
宅
を
建
て
直
す
こ
と
を
考
え
て
い
る
被
災
者
の
中
に
は
、
住
宅
ロ
ー
ン
が
残

り
、
宅
地
に
抵
当
権
が
つ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
防
集
事
業
参
加
に
当
た
り
宅
地
を
売
却
す
る
に
は
、
金
融
機
関
に
よ
る
抵
当

権
の
抹
消
が
必
要
と
な
る
者
が
多
く
い
る
。
仙
台
市
の
例
で
は
、
防
集
事
業
の
対
象
と
な
る
宅
地
約
三
千
三
百
筆
の
四
分
の
一

に
当
た
る
約
八
百
筆
に
抵
当
権
・
根
抵
当
権
が
残
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
防
集
事
業
で
は
、
自
治
体
が
被
災
し
た
宅
地
を
買
い

取
る
こ
と
と
な
る
が
、
抵
当
権
の
つ
い
た
宅
地
に
つ
い
て
は
、
実
際
上
、
抵
当
権
を
有
す
る
金
融
機
関
の
抵
当
権
抹
消
の
同
意

が
な
け
れ
ば
、
買
い
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
制
約
が
あ
り
、
防
集
事
業
が
進
ま
な
い
一
因
と
も
な
っ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
住
宅
金
融
支
援
機
構
は
、
防
集
事
業
に
参
加
す
る
被
災
者
が
市
に
土
地
を
売
却
す
る
際
に
は
、
代
金
を

住
宅
ロ
ー
ン
の
返
済
に
充
て
る
こ
と
を
条
件
に
抵
当
権
を
抹
消
す
る
等
の
支
援
策
を
進
め
て
い
る
と
さ
れ
る
。

一



以
上
を
踏
ま
え
、
次
の
質
問
を
す
る
。

一

住
宅
ロ
ー
ン
が
あ
り
、
宅
地
に
抵
当
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
被
災
者
が
防
集
事
業
に
参
加
す
る
に
当
た
り
、
住
宅
ロ
ー
ン

の
完
済
が
で
き
な
い
と
、
金
融
機
関
か
ら
抵
当
権
の
抹
消
の
同
意
が
得
ら
れ
な
い
と
い
う
現
実
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
取
組

を
し
て
い
る
の
か
。

二

宅
地
を
自
治
体
に
売
却
す
る
に
際
し
て
は
、
抵
当
権
の
抹
消
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
被
災
者
の
防
集
事
業
参
加
を
促

し
、
安
全
な
高
台
へ
の
移
転
を
迅
速
に
進
め
る
た
め
、
住
宅
金
融
支
援
機
構
が
進
め
て
い
る
抵
当
権
の
弾
力
的
取
扱
い
を
民

間
の
金
融
機
関
に
も
要
請
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


